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1 はじめに
近年，Web ポータルサイトや e-Learning 等の分野

において、オントロジーを利用した情報検索や自然言
語処理のニーズが高まり，有効性が示されている．し
かしオントロジー構築のための用語分類や精査はその
分野の人手による作業のため，膨大な時間とコストを
要する．ところでセマンティック Web 技術の進展よ
り，2004年にWeb上にオントロジーを表現するため
の OWL (Web Ontology Language) が W3C により
勧告された．他方，今日，Web 上で Wikipedia[8] や
WordNet[9]などの様々な辞書や事典が公開されている．
特にWikipedia は，Wiki というWeb ベースの CMS
(Contents Management System)を用いて構築される
フリーの百科事典であるため，各記事はWikiで決め
られたテンプレートに基づいて登録，かつ記事 (概念)
どうしがハイパーリンクで参照可能で，コンテンツが
Wikiの CMSで管理されている．本研究では，このよ
うなWikiの CMSに着目し，Wikipediaのコンテンツ
から，OWL言語 [1]で表現されたオントロジーの半自
動構築を試みた．さらに, 本学学生向けの履修支援を目
的としたシラバス推論・検索システム [3]を開発，シラ
バスには記述されていない学術分野のオントロジーを
Wikipediaのコンテンツより半自動生成し，それとシ
ラバスから構築したシラバス・オントロジーと統合し
て，統合オントロジーのシラバス推論・検索上におけ
る有用性を確認した．

2 WikipediaとOWLオントロジ
Wikipediaのコンテンツ編集用テンプレートとして，

記事の内容 (項目名, 本文, 関連項目へのリンク及び所
属カテゴリ)が書かれる項目のページと, その記事の親
カテゴリを登録するカテゴリページがある. (図 1)
オントロジーはライトウェイト (Light-weight)オント

ロジーとヘビィウェイト (Heavy-weight)オントロジー
の 2種類に分類される [4]．前者はウェブドキュメントの
オントロジー，つまり検索エンジンが持っているトピッ
クや語彙の階層やメタデータ関連の概念階層が代表例
であり，後者は概念の厳密な意味的構造を規定するもの
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である．本研究では前者については，Wikiの CMSで
構築されたカテゴリ階層や記事 (項目)間の関連性を対
象とし，後者はシソーラスと想定する．シソーラスは同
義語・多義語, 上位語/下位語の情報を持つ. Wikipedia
コンテンツから自動構築するオントロジーのイメージ
図を図 2に示す．なおシソーラスの構築は，現在，手動
入力である．本研究で開発したオントロジー構築ツール
(図 3)は，ダウンロードしたWikipediaのHTML文書
の (1)∼(4)，(a)∼(c)の各内容 (図 1参照)について，表
1に示す変換規則に従い，OWL DLで表現されたオン
トロジーを半自動生成する．Wikipediaの各カテゴリは
OWLクラスとして表し，カテゴリの階層を subClassOf
を用いてクラス階層として構築する (表 1の (c)参照)．
Wikipediaの各項目は個体として表し, 項目の所属カテ
ゴリとの関係を個体とクラスとする. プロパティには
mainName, assoLink, synonymがある. mainNameは
項目と項目名を関連付けるプロパティである. assoLink
は項目と別の項目を関連付けるプロパティでその 2つ
が関連項目であることを表す. Wikipediaで片方向へ
のリンクしかなかった場合でも項目同士に関連がある
と考え対称性が指定される. synonymは項目名と手動
で入力した別名を関連付けるプロパティでその 2つが
同義語であることを表す. 項目名に対して複数の別名
がある場合, 全ての名前同士が互いに同義語であるため
synonymを対称性及び推移性プロパティとする.

図 1: Wikipedia文書 (入力)の仕様

図 2: Wikipediaオントロジー (出力)のイメージ
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表 1: Wikipediaと OWLの変換対応表

3 シラバス推論・検索への応用
3.1 履修支援システムの概要
近年，メディア教育開発センター (NIME)では教育コ

ンテンツに IEEEの LOM(学習オブジェクトメタデー
タ)を付け LOMに基づいて大学シラバス等の検索を行
う NIME-glad[5]をWeb上に公開・運用している。し
かし意味を加味した検索が実現されているとは言い難
い。そこで我々はシラバス情報をセマンティックWeb
技術を用いてオントロジーとして表現，それを用いた
シラバス検索システムを開発した [3]。この研究では，
NIMEの LOM付きシラバスと本学学修の手引を入力
とし，シラバスの各教科のLOMをRDFに自動変換 [2]
するとともに，カリキュラムや教科に関する内容オン
トロジーと構造オントロジーをオントロジー構築ツー
ルの Protege[6]を用いて RDF/RDFS, OWLで表現・
構築している．しかし意味を加味した推論検索に必要
な学術的カテゴリ分類や同義語情報等が情報的に不足
しているので，これらに関するオントロジーを本研究
の方法で，Wikipediaから半自動構築を行った．

図 3: システム構成図

更に，これら 3種類のオントロジーを統合し，それ
に基づくシラバス推論検索システム (図 3参照)を実現
してWikipediaからの OWLオントロジー構築の有用
性評価を試みた．

3.2 推論・検索と評価

統合オントロジーに対して,推論・検索ツールRacer[7]
を用いて本学電子情報システム学科のシラバスに関す
る質問評価を行った. 図 4, 5でカテゴリと同義語に関
するWikipediaオントロジーを用いた例を示す. 各例
の上が問い合わせで下が得られた結果である.

> (retrieve (?Z ?Y) (and (?X cate:プログラミング)
(?X ?Y prop:mainName)
(?Z ?Y nime-structure:contentKeyword)))

((?Z |データ構造とアルゴリズム |)
(?Y |データ構造 |))

((?Z |オブジェクト指向言語 |)
(?Y |オブジェクト指向 |))

((?Z |オートマトンと言語理論 |)
(?Y |word:コンパイラ |))

・・・・・・
図 4: カテゴリオントロジーを用いた件

> (retrieve (?Y ?X) (and (word:計算機 ?X
prop:synonym) (?Y ?X nime-structure
:contentKeyword)))

(((?Y 情報処理 I) (?X コンピュータ))
((?Y 計算機アーキテクチュア) (?X コンピュータ))
((?Y 電子情報実験 II) (?X コンピュータ)))

図 5: 同義語オントロジーを用いた件

図 4の例ではカテゴリ階層を用いて関連するキーワー
ドを持つ科目が検索結果として得られ, 図 5の例では同
義語を用いて検索キーワードそのものがシラバスに無
くても推論により同義語をキーワードに持つ科目が検
索結果として得られている. このように, NIME-glad等
の既存の検索システムでは得ることができない科目も
オントロジーを用いた推論により検索が可能になった.

4 おわりに
Wikipediaから構築したオントロジーを用いること

で, カテゴリの上位や同義語を利用した推論・検索結果
を得ることができた. しかし, 現在はシソーラスや, 同
義語の自動構築は行っていない. Wikipediaからのシ
ソーラス群の自動構築が今後の研究課題である.
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